議会運営委員会会議録（要旨）

日　時　平成23年8月16日(火)

午前10時～午前11時10分
場　所　長久手町役場　2階委員会室
出席者　委員長　伊藤祐司、副委員長　じんの和子、
　　　　委員

田崎あきひさ、正木祥豊、加藤和男、
木村さゆり、原田秀俊、　　

議長　丹羽茂雄、副議長　水野とみ子、
議会事務局長、同局長補佐、同専門員
１　あいさつ

　　議長
２　議題

（１）　市制施行に伴う例規の改正について
　　 　議会事務局長が説明。前回の７月14日（木）の議会運営委員会で長久手町議会会議規
則と長久手町議会委員会に関する条例の新旧対照表を配布した。長久手町議会会議規

則の訂正追加事項として、第59条の２（決算審査意見書の質疑）第１項「議員は監査

委員の決算審査意見書につき議長の許可を得て質問することができる。」を「議員は監

査委員の決算審査意見書につき議長の許可を得て質疑することができる。」に、第２項

「質問者は議長の定めた期間内に議長にその要旨を文書で通告しなければならない。」

を「質疑者は議長の定めた期間内に議長にその要旨を文書で通告しなければならな

い。」に訂正し、第３項「質疑者の順序は、議長が定める。」、第４項「質疑の通告をし

た者が欠席したとき、又は質疑者の順序に当たっても質問しないとき、若しくは議場

に現在しないときは、通告は、その効力を失う。」を追加した。
　　・長久手町議会会議規則第59条（一般質問）第３項「質問者の順序は議長が定める。」

とあるが、一般質問の通告は先着順となっている。そのことをいわなくていいのか。
　　・一般的な標準議会会議規則の表記にならっている。

　　（結論）

     平成23年第３回定例会に提案していく。提案者は副議長とし、賛成者は議会運営委員

とし、委員会付託は省略する。

（２）　議員定数問題について
　　   （委員長）

先の議会運営委員会で次の議会を目途にということ、また、委員から議員定数２減案、

４減案が示された。意見集約の結果はどうか。
　　・８月10日（水）に水野竹芳議員から議員定数を22人に改正してほしいとの意見があ

った。

　　 （委員長）
会派の意見はどうか。

　　（政策グループ楓）

　　 削減の方向で議会運営委員会で話し合った結果に従う。いつ提案するかについては、慎

重に対応してほしい。先回、議長の発言でもあったが、議員定数を２減して、今季の終

り頃にまた削減ということにならないようにしてほしい。また、民意を聞ける場を作っ

た方がいい。

（公明党）

　　 議員定数２減でいい。また、平成23年第３回定例会に提案することが望ましい。

　　（町民クラブ）
　　 議員定数２減でいい。議会運営委員会で決めてもらってかまわない。
　　（委員長）
　　 議員定数削減については議会運営委員会で採決を持ってでも決めていくことでいいか。

（異議なし）

　 （委員長）

　　 議員定数２減か４減かは出していく時期も含めて、最終的に決めていかなければいけな

い。削減案を平成23年第３回定例会に議会運営委員会提案で出していくことでいいか。
　 （賛成多数）
　 （委員長）
　　議員定数２減案に賛成の方は挙手願う。

　 （賛成多数）
　 （結論）

　　議員定数２減案で、平成23年第３回定例会に議会運営委員会提案で出していく。

　　なお、民意を聞く場等議会改革に向けてのことは次からまた進めていく。また、委員会

条例の取り扱いは、まずは、議員定数削減案を本会議に通して、それが通ってから定数

削減における問題点を洗い出し、なるべく早い時期に整合性を持たせる議論を進める。

（３）　その他

　（ア）　８月３日（水）２市１町議長会の結果報告について
　　 　８月３日（水）２市１町議長会を行った。一部事務組合議員の報酬や定数の問題につ
いて話し合った。報酬については、日当制や月額制、年額制があり額も色々である。

まずは、検討し進めているということを各市町の議会に報告してほしいという状況で

ある。
　　 ・結論はいつごろになるのか。
　　　（議長）

　　　 次回は11月９日（水）に尾張旭市議会で２市１町議長会を行う。また、来年１月から
２月には長久手町議会でも２市１町議長会を行う。まずは、10月の開会日前に経過だけ
でも報告をしたかった。細かいことは後日、資料を全議員に配布する。それを読んで考
えてもらい、議会運営委員会でやるのか全体でやるのかも含めて検討していきたい。な

お、報酬については２市１町の議員だけで決めることはできるが、議員定数も含めると、

執行部側との調整もあり、１年や２年ではとても結論を出すことは難しい。
（イ）　議会運営委員会の視察研修について
　　 　議会運営委委員会の視察研修だが、行うかどうか、いつ行くのかも確認されていない。
行くという前提だと議会・その他行事の関係で９、10、11月は難しい。落ち着いて行

けるのは１月中旬から２月上旬までの間になる。行き先を決めてもらえれば、事務局

で調整をする。
　　（副委員長）

　　 京丹後市の議会基本条例を視察してはどうかと考えている。２日目に議会報告会を視察
できる。

　 ・２日に分けて１箇所でもいい。例えば、京丹後市で１日目に議会基本条例について視察

し、次の日に京丹後市の他の議会の施策について視察してもいい。
   ・100条委員会の設置について視察してもいい。
　　（結論）
　 　行くとすると、１月中旬から２月上旬までの間になる。まだ時間があるので、 一度、
各委員に持ち帰ってもらう。各自調べてもらい行き先について議会運営委員会で合意ができれば、議会運営委員会の視察を行うこととする。
（ウ）　会議時間について
　　 　前回の議会運営委員会で、会議時間を試行的に午前９時30分からにすると決めた。そ
の後、全国町村議会議長会に確認したとろ、会議規則に時間が記載されていれば、必
要やむをえない場合に限り認めることができるということだった。一般質問以外の、

開会日や質疑、閉会日は時間の会議規則の会議時間を変える要件にはあてはまらない
ので、一般質問のみ午前９時30分から開始することにさせてもらいたい。
　　　（結論）
　　　 一般質問のみ午前９時30分から試行的に開始する。

（エ）　２市１町議員研修会について
　　 　台風で７月19日（火）の２市１町議員研修会が中止となった。改めて仕切り直しをし

たい。講師の福和伸夫先生にはテーマは同じ「東日本大震災に学ぶ地震対策について」

で再度お願いし、時期については１月から２月中旬までで承諾をもらっている。瀬戸

市、尾張旭市と日程調整し開催したい。
　　　（結論）
　　　 ２市１町議員研修会を１月から２月中旬までの間で開催する。講師、内容は変えず、

　　　 福和伸夫先生で「東日本大震災に学ぶ地震対策について」とする。
（オ）　選挙管理委員会の委員の選任について
　　 （議長）

選挙管理委員会委員は法律で議会で決めないといけないことになっている。４年に一度

の改選だが、次回は平成23年12月21日（水）が選挙管理委員会委員の改選となる。

高齢で変わってほしいという委員もいる。今までは一定の議員が決めていたが、全議員

に割り振って、数人で行って現状を聞いて、駄目なら次の委員を探す方向でやっていき

たい。
　　・時間はかかるが、全議員に割り振ってやった方がいい。
・選挙管理委員会委員の条件や制約はあるか。

　  ・地方自治法182条に色々定められている。駄目な条件は、法律の定めるところにより行

われる選挙、投票または国民審査に関する罪を犯し刑に処せられた者は委員または補充

員になることができない。また、議員あるいは町長と兼ねることはできない。町の委員

をいくつも兼ねることができるかは確認する。

　　（議長）
　　     平成23年第４回定例会で議案として出すので、できる限り早く議員の割り振りを決めな
いといけない。議員の割り振りは正副議長で決めていいか。
（結論）
 まずは、選挙管理委員会委員４人、補充員４人に対して、来期も続けてもらえるかという
ことを話にいく。そのようなグループ分けを議員内で行う。割り振りは正副議長にお願い
する。委員から議会運営委員会委員以外の議員にも周知してもらう。
 ・次回の議会運営委員会は９月22日（木）午前10時から開催。






